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研究　東洋

　

我
が
東
洋
思
想
研
究
所
は
、
本
年
、
創
立
十
五
周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
。
こ
の
研
究
所
は
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
東
日
本
国
際
大

学
内
に
設
置
さ
れ
た
東
洋
思
想
研
究
会
を
淵
源
と
す
る
。
二
〇
〇
九
年
よ
り
正
式
に
東
洋
思
想
研
究
所
と
し
て
発
足
し
、
以
来
十
五
年

の
歳
月
を
重
ね
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
、
幾
多
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
所
員
一
同
、
一
致
団
結
し
て

研
究
所
の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
、質
量
共
に
内
外
に
誇
れ
る
陣
容
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
は
、

研
究
所
を
代
表
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　

当
研
究
所
の
基
幹
活
動
を
簡
略
に
記
す
と
、
第
一
に
本
学
の
建
学
の
精
神
を
確
認
す
る
毎
年
の
孔
子
祭
に
中
心
的
に
か
か
わ
っ
て
き

た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
毎
年
の
孔
子
祭
の
記
念
講
演
者
は
、
日
本
や
中
国
を
代
表
す
る
知
識
人
の
方
々
に
お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
大

半
は
、
当
研
究
所
の
招
聘
に
よ
る
。
第
二
に
、
当
研
究
所
で
は
市
民
対
象
の
論
語
素
読
教
室
、
学
内
の
学
生
組
織
で
あ
る
論
語
部
「
い

わ
き
論
語
塾
」
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
社
会
に
論
語
の
精
神
を
普
及
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
と
自
負
し
て
い

る
。
第
三
に
、
当
研
究
所
は
国
際
交
流
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
中
国
の
山
東
大
学
、
韓
国
の
成
均
館
大
学
校
と
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
定
期
的
に
開
催
し
、
東
洋
思
想
を
基
軸
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
文
化
興
隆
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
第
四
に
、
当
研
究
所
は
、
本
学
の

教
育
方
針
で
あ
る
「
人
間
力
の
育
成
」
を
担
う
べ
く
、
全
学
必
須
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
有
識
者
や
各
界
で
活
躍
す
る

方
々
を
招
い
て
苦
難
を
乗
り
越
え
る
心
の
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
い
ま
や
こ
の
研
究
所
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
研
究
部
門
も
拡
充
さ
れ
、
東
洋
思
想
に
関
す
る
蔵
書
も
か

な
り
充
実
し
て
き
た
。
広
々
と
し
た
陽
当
た
り
の
い
い
所
内
に
は
、
教
員
の
み
な
ら
ず
学
生
た
ち
の
賑
や
か
な
声
が
絶
え
な
い
。「
朋

あ
り
、
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
」
と
の
論
語
の
世
界
を
感
じ
取
る
の
は
、
私
一
人
だ
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、
場
所
や
人
も
定
ま
ら
ず
、
す
べ
て
が
一
か
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
十
五
年
前
を
思
い
起
こ
す
と
、
ま
こ
と
に
隔
世
の
感
が

あ
る
。
大
学
の
研
究
所
と
言
え
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
牙
城
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
だ
が
、
当
研
究
所
は
学
生
と
地
域
に
密
着

し
、
教
育
の
た
め
、
社
会
の
た
め
の
研
究
と
い
う
方
針
を
固
め
つ
つ
、
着
実
に
運
営
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
最
前
線
の
研
究
と
人

生
を
豊
か
に
す
る
教
育
実
践
が
共
存
す
る
、
独
自
の
学
風
が
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

進
歩
を
至
上
と
す
る
現
代
文
明
を
、
常
に
人
間
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
ら
せ
る
。
二
十
一
世
紀
の
東
洋
思
想
に
は
、
こ
の
重
大
な
任

務
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
を
思
う
と
、
当
研
究
所
も
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
十
五
年
の
歩
み
は
、
ま
だ
助
走
に
す
ぎ
な

い
。
二
十
年
、
五
十
年
、
百
年
を
目
指
し
、
文
明
論
的
な
大
局
的
見
地
に
立
っ
て
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

令
和
六
年
二
月




